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られる．それ

な進歩によりこ

て農薬が疑わ

少なく，農薬の

いて環境水中

に採水し，G

いチウラム，フ

ルに溶解し，

照(ミリ Q 水)5

み），6 時間後

水 7.8，ミリ Q 水

ンブランフィル

料 3 回ずつ

なお，Collisio

- 18 - 

る環境水中

環境

食品

薬 事故 多

欠で，その種類

環境に拡散し
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で測定した
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んだ．  

示す．チウラム

ダチオンは 7

のみで徐々に

定条件 

oltage

r voltage

nergy

s

囲(m/z)

nt 1200EL

ase

nt 6540 Q-

佐賀県衛生
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0-500 　(Auto

所報 第 34 号

約 750 物質収
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② 多変量

各物

えられ，
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経時
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て主成
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的に大

追跡す

ができる

経時
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その結
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の結果
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③ 添加農
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農薬の挙動 

ラムは水中で

とはできなか

に加えて，チウ

ントエート及び

ぞれの抽出イオ
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図 7-2),フェ

場合と同様イ

に出現したピ

エートが水中
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Auto

MS/MS

を行う測

ートも含

持って
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o MS/MS 測
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いると推測さ

MS/MS を活用

Cont

0d6h 1
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施した．Auto

オンスキャン
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4 まとめ 

環境水中における農薬の分解生成物を LC/Q-TOF を用いて追跡した．スキャンモード測定で添加農薬及

びその分解生成物を把握し，Auto MS/MS 測定により共通の構造を有することを確認した． 

  クリークのように停滞している場合の多い環境水中では，農薬は吸着や分解により減衰すると考えられる．水

質事故が発生してから通報までには数日が経過していることも多く，より確実に原因物質を突き止めるために

は分解物を追跡することも重要であり，これまで実施してきたスキャンモードのスクリーニングに加えて，同時に

MS/MS 測定によるプロダクトイオンの解析を行うことが有用である． 
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